





























































































































































































に議論できればと思っています。 ここでは、各世代の負担の平準化度合いを 1 つの基準にして
はどうかという提案をしたいと思います。
　年金財政を考えますと、制度を立ち上げるとき既に退職後であった老年世代は、自分は保険料
を拠出しないまま年金をもらっていますので、この分は誰かが負担しなくてはいけない形になっ
ています。先ほどお話しいたしましたように、公的年金の場合は無限の世代に、つまり遠くの将
来世代にも少しずつ負担を求めることができ、今を生きている世代だけに負担が集中することは
避けられます。このような世代毎の保険料負担の平準化を基準として考えたらいいのではないか
というのが私の提案です。
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